
原 著

肺 結核 患者 ノ尿 中「ヒス チヂ ン」二就 テ

(其二)動的觀察(經 口的〓荷試驗)

大阪市立刀根山病院(院長 太縄博士)

署學士 山 名 利 治

〔内容抄録〕

健常者男子10例 、女子9例 計19例 及 ビ肺結核 患者男子51例 、女 子29例 、計80例 二就 キ、〓酸 「ヒスチ

ヂ ソ」3瓦 ヲ内服 セ シメ逐 次的 二探 尿 シテ、ソノ尿 中二排泄 セラル ・状態 ヲ観 察 シタル ニ、10㎎%以 上 ノ

陽性例ハ 健常者 デハ89.5%ナ ル ニ對 シ、 患者デハ67.8%ニ シテ、 排泄 時間モ患者 ノ場 合 デハ少 シク遅

延 セル ヲ認 メタ リ。病症別 二之 ヲ觀ル ニ、 未 グソノ問二明確 ナル差異 ヲ認 メ難 ク、叉 ソノ基 因スル所 ヲ

未 ダ〓明スルニハ至 ラザル モ、陰性例 ニハ重症者 ガ最 モ多 カリ・シハ興味深 キ所 ナ リ。

(本論文 ノ要 旨ハ第14囘 日本結 核病學會総會 二於 テ ロ演 セ リ)。
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第一章 緒 言

襲 二余 ノ・第1報(1)二 於 テ計撒 的観 察 ノ成 績 テ

登 表 セ リ。 而 シテ本 報 二於 テノ・動 的観 察 トシテ

経 ロ的 員 荷 試験 ラ行 ヒ、 ソノ得 タル結 果 テ報 告

セ ン トス。

今 、 「ヒスチ ヂ ン」(「ヒ)ト 略 ス)ノ 生 理 學 的 拉 二

藥 理 學 的研 究 及 ビ ソノ他 二關 スル文 獣 ラ按 ズ ル

ニ、先 進 諸 家 二依 テ爲 サ レ タル 業 績 ハ枚 墾 二逞

ナ キ ガ如 シ。(2)一(53)。(68-78)。 而 シテ近

時 胃 及 ビ+二 指 腸 潰瘍 或 ハ皮 膚(又 ハ 粘 膜)潰 瘍

二封 シテ、 「ヒ」テ非 経 口的 又 ノ・経 口的 二或 ハ 直

接 潰瘍 面 二癒 用 シテ、 ソ ノ治療 的 歎 果 テ論 ズ ル

業 績 モ亦 相 次 イ デ報 告 セ ラ レツ ・ア リ。(54)一

(67)。 然 レ ドモ 特 一 肺 結 核 患 者 二 「ヒ」ラ 與 ヘ

テ、 ソノ尿 中 二排 泄 セ ラル ・歌 態 テ検 討 シタ ル

モ ノ、余 ハ寡 聞 ニ シテ未 ダ之 アル ラ知 ラズ。 依

テ本 實 験 テ企 テ タル モ ノナ リ.
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第二章 検査材料及ビ検査方法

第一節 検査材料

患 者 ハ 大 阪 市 立 刀根 山 病 院 二人 院 中 ノモ ノ、 男

子51例 、 女 子29例 、 計80例 ニ シテ、対 照 トシ

タル 健 常 者 ハ 本 院 ノ職 員 ニ シテ、 男 子10例 、女

子9例 、 計19例 ナ リ。 尿 ハ逐 時 尿 ニ シテ、使 用

セル 盤 酸 「ヒ」ハ川 崎製 ノモ ノナ リ、

第二節 検査方法

「ヒ」投 與 ハ練 テ経 口的 方 法 ラ撰 ピ タ リ
。 又尿 中

「ヒ」ノ詮 明 法 ハ第1報 ノ場 合 ト同様Kapeller・

Adler氏 法 ナ レ ドモ、 新 鮮 ナル 逐 時 採 取 尿 ラ以

テ セ リ。

實 施 方 法 ト シテ ノ・患 者 二 八検 査 ノ前 日 ヨ リ盤 酸

「リモ ナ ー デ」ノ ミラ與 へ置 キ、(計3日 間)、 第

1日 ハ 午 前5時(又 ノ・6時)ヨ リ逐 時 的 二6周

く又 ハ5同)採 尿 セ シメ、 第2日 ハ 同様 二採尿 ス

レ ドモ、 第2回 目採 尿 直 後 二盤 酸 「ヒ」3瓦 ヲツ

ノ儘 一 時 二 内服 セ シメ タ リ。(此 盤 酸 「ヒ」ノ3

瓦 ハ 中等 量 ニ シテ、 特 二 實 験 的根 嫁 アル ニ非

ズ 。 假 二適 當 量 ナ リ ト考 ヘ タル モ ノナ リ)(23)。

又 両 日 トモ朝 食 テ 鋏 食 セ シ メ、 清 水(實 施 當初

ハ若 干 ノ砂 糖 水 ノ飲 用 ラ許 シタル コ トアル モ極

メ テ少数 ナ リ。)ノ飲 用 ラ許 シ タル外 、 検 査 二封

シ影 響 ラ與 フル が如 キ薬 剤 又 ハ飲 食 物 ノ囁 取 テ

嚴 二禁 ジタ リa健 常 者 ノ場 合 モ亦 之 二準 ゼ リ。

第三章 検査成績

第一節 成績分類法

検査成績 ノー端 ラ記 スレバ第1表 ノ如 シ。

而 シテ余ハ尿中排泄状態 テ圖示 シテ得 タル、所

第

謂排泄曲線型 テ11種 類 二魑別 セリ(排泄曲線型

略圖参照)。
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嫉瑚

(Nre10)

可 〔時間〕

02σ,4

(Nr.11)

,夢 賜 備1

(Nr.10,)

切 隣 剛
'2`のd

(Nr.11,)

各 分 類 型 ノ特 徴 ハ第2表 ノ如 シ。

次 二述 デル ガ如 ク検 査 例 ノ大 多 激 ハ排 泄 曲線 番

號 ノNr.5マ デ ノ間 二存 在 スル テ以 テ、Nr.

第

誌 璽 酸 「ヒス チ ヂ ソ」3瓦(
10㎎%以 上)

NL1 1時 間 目1回 限 ノモ ノ

N農2 2時 間 目1同 限 ノモ ノ

Nr.3
1時 間 目(大)、2時 間

モ ノ

Nr.4
1時 間 目(小)、2時 間

モ ノ

NL5
1時 間 目(大)ニ シテ漸

(3同 叉 ・・4同)

N島6
1時 間 目(大)、3時 間

(2同)

'2J

2時 間 目(小)2回 限 ノ

2時 問 目(大)2同 限 ノ

3時 問 目(小)ナ ル モ ノ

珊 〔時劇

`4♪

(Nr.1(yつ

Nw(時 剛
12`の4

(Nr.11")

π ワ
2ワ 昌 〔嘲1

5マ デ ラ正 常 範 園 ト假 定 ス レバ 、Nr.8以 下 ノ・明

カ ニ時 間 的 偏 位 ラ示 シ、Nr.6及 ビNr.7ハ

ソ ノ中 間 二位 スル モ ノ ・如 シ。

2表

騨 璽酸 「ヒスチヂ ソ」3瓦 員 荷後定量可能
(10㎎%以 上)

2時 間 目(大)ニ シテ前(後)(小)ナ ル モ
ノ(3回 叉 ハ4同)

2時 間 目(大)、3時 間 目(小)ナ ル モ ノ

(2同)
2時 間 目(大)ニ シテ下降 スノレモ ノ(2

同叉 ハ3同)
3時 間 目(大)ニ シテ前(後)(小)ナ ル モ
ノ(3同 叉 ハ4同)

4時 間 目(大)ナ ル モ ノ(1同 、2同 叉 ハ
3同)

第二節 健常者二就テ

第 一 項 男 子 ノ場 合

検 査 撒 ハ10例 ニ シテ、 員荷 後10mg%以 上 ノ

定 量 可 能 ナ リ シモ ノノ・9例 ニ シ テ90.0%ナ リ。

而 シテ排 泄 曲 線 番 號 ハ第3表 ノ如 シ。 即 チNr.

5マ デ ハ大 多 撒 テ占 ム ル ラ 以 テ、假 二Nr.5

マ デ ラ 正 常 範 園 ト ス レバ 、9例 中8例 ニ シテ

88.9%ナ リ。(1例 陰 性 ナ リ シバ 注 意事 項 ラ忘

レ、 過 ツ テ茶 湯 テ以 テ服 藥 シタ ル モ ノニ シテ、

之 ハ 後 二茶 ノ アル成 分 モ 、 此検 査 法 二妨 害 テ與

フル モ ノナ ル コ トラ、試 験 管 内 二於 テ モ知 ル コ

トラ得 タ リ)。

次 二員荷 後 二 於 ケル 尿5耗 中 ノ 「ヒ」量 ハ最 高

54.2mg%、 最 低11,0mg%ナ リ。 又 尿 量 二嫁

ル 計算 値 テ求 ム レバ、 最 大1145.2mg%、 最 小

96.6mg%ニ シテ、9例 ノ 李均 値 ハ521・3mg

%ナ リ。 又 前 日同時 刻 二於 ケル 「ヒ」量10mg%
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第3表 健 常 者

性別
排泄
曲線番號

男 女 (計) 鍼 男 女
曹

(計)

NL1 3 1 4 NL7 0 0 0

Nh2 1 1 2 N島8 0 1 1

NL3 2 2 4 N篤9 0 0 0

N浩4 1 1 2 NL10 0 ゴ 1

Nr.5 1色鍮) ・G臨) 2(1411782.4%) Nr.11 0 0 0

NL6 1 0 1 (計) 19(10) 8(9) 17(19)

以 上 ノ モ ノハ1例 モ ナ シ。

第 二 項 女 子 ノ場 合

検 査 撒 中10mg%以 上 ノモ 〃 ・8例 ア リ88・9%

ニ シテ、他 ノ1例 ハ弱 陽 性 ナ リ。 ソ ノ排 泄 曲線

番 號 ハ 第3表 ノ如 ク ニ シテ、Nr.5マ デ ハ6例

ナ リ。Nr.5マ デ ヲ正 常 範 園 トス レバ8例 中6

例 ニ シテ75.0%ナ リ。 次 二員 荷 後 二 於 ケ ル 尿

5琵 中 ノ「ヒ」量 ノ・最 高114.6mg%、 最 低13.4

mg%ニ シ テ、尿 量 二糠 ル 計 算 値 ハ最 大1559.3

mg%、 最 小309.6mg%ニ シテ、8例 ノZF均 値

ハ920.4mg%ナ リ。 又 前 日同 時 刻 二 於 ケ ル モ

ノ トノ 差 ノ・第1例1408.3mg%'、 及 ピ 第8例

476.4mg%ノ 例 二於 テ認 メ タ リ。

第三節 患者 二就テ

第 一 項 男 子 ノ場 合

検 査 数51例 中10mg%以 上 ノモ ノ34例 ニ シテ

66.7%ナ リ。之 ラ健 常 男 子 二比 ス レバ23.3%少

シ。 ソ ノ他 ハ弱 陽 性5例 ニ シテ中 等症4例 、 輕

症1例 ナ リ。 叉 陰 性 ハ12例 ア リテ重 症4例 、中

等 症6例 、輕 症2例 ナ リ。 ソ ノ排 泄 曲 線 番 號 ノ・

第4表 ノ如 シ。Nr.5マ デ ラ正 常 範 園 トス レバ

34例 中20例 ニ シテ58.8%ナ リn之 ラ健 常 男 子

二比 ス レバ30.1%少 シ。即 チ之 ハ挑 泄 曲 線 ノ偏

第4表

位 ラ示 スモ ノー シテ、 排 泄 時 間 ノ遅 延 セル コ ト

ラ意 味 スル モ ノナ リ.

次 二員荷 後 二 於 ケル 尿5琵 中 ノ「ヒ」量 ハ 最 高

77.4mg%、 最 低10.2mg%、 尿 量 二 糠 レル 計

算 値 ハ最 大1477.4mg%、 最 小97.6mg%ニ シ

テ、34例 ノZド均 値 ハ561.5mg%ナ リ。 又前 日

同 時 刻 二於 ケル モ ノ ト ノ 差 ハ 第9例780.1mg

%、 第20例1169.7mg%、 第22例879.4mg%、

第34例561.1mg%、 第35例530.6mg%及 ピ

患 者

性別
排泄
曲線 番號

Nr.1

Nr.2

Nr.3

Nr.4

Nr.5

Nr.6

男

3

3

5

6

3(灘鋤

2

女

2

5

L
3

・(1212060
.0%)

0

(計)

5

8
_
7

9

3(32/5459.3%)
2

献
Nr.7

Nre8

Nr.9

Nr.10

Nr.11

(計

男

8

3

0

1

0

34(51)

女

1

2

3

1

1

20(29

(計)

9

5
一
2

1

54(80)

第47例735mg%ノ6例 二於 テ認 メ タ リ.

第 二 項 女 子 ノ場 合

検 査 数29例 中10mg%以 上 ノ モ ノ20例 ニ シテ

68.9%ナ リ。之 ラ健 常 女 子 二比 ス レバ20.0%少

シ。 ソ ノ他 ハ 弱 陽 性8例(中 等 症3例 、 輕 症5

例)ニ シテ、 陰 性 ハ 中等 症 ノ1例 ナ リ(重 症 者 ・=.
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就 テハ検 査 セズ)。 而 シテ 排泄 曲線 番 號 ハ 第4(健 常 者 ノ例 撒 少 キ テ遺 憾 トス)。

表 ノ如 シ。Nr.5マ デ テ 正 常 範 園 トス レバ20第 三項 病 症 別

例 中12例 ニ シテ60・0%ナ リ。 之 テ 健 常 女子 二 排 泄 曲線 番 號 ラ重 症 ・ 中等 症 及 ビ輕 症 ノ各 病 症

比 ス レバ15・0%少 シ。即 チ之 ハ排泄 曲線 ノ偏 位 別 二匠 別 ス レバ第5表 二示 ス ガ如 シ。

ラ示 ス モ ノ ニ シテ、 男 子 ノ場 合 ト同様 二排 泄 時1)重 症 二於 テ ハ男 子7例 中10mg%以 上 ノモ

間 ノ逞 延 セル コ トテ意 味 スル モ ノナ リ。次 二員 ノ3例 ニ シテ、Nr・4二2例 トNr.8二1例

荷 後 二於 ケル尿5耗 中 ノ「ヒ」量 ノ・最 高68.1mgト ノ3例 ナ リ。

%、 最 低11・7mg%ニ シテ、 尿 量 二・檬 ル計 算値2)中 等 症 二 於 テ ハ 男 子29例 中10mg%以 上

ノ・最 大1264・2mg%、 最 小46・8mg%ニ シテ、 ノモ ノ19例 ニ シテ、 排 泄 曲線 番號Nr .5-i・ デ

20例 ノ李 均 値 ハ490・8mg%ナ リ。 又 前 日同時 ノ・52・6%ナ リ。 女 子 ハ21例10mg%以 上 ノモ

刻 二於 テ、10mg%以 上 ノモ 〃 ・1例 モ ナ シ。 ノ17例 ニ シテ、 排 泄 曲 線 番 號Nr.5マ デ ハ

尚 男 女 合 計 二於 テNr・5マ デ ラ探 ル 時 ハ、 健64.7%ナ リ。

常 者 ノ82・4%二 封 シテ59・3%ニ シテ23・1%少3)輕 症 二於 テハ男 子15例 中12例 ニ シ テ、 排

シ。 帥 チ是 等 二豫 ツテ・ 肺 結 核 患 者 ノ場 合 ハ健 泄 曲線 番 號Nr .5マ デハ66.7%ナ リ。 女 子 ノ、

常 者 ノ場 合 二比 シテ、 排 泄 時 間 ガ概 シテ梢 ヒ遅8例 中3例 ニ シテ、Nr.4、Nr.7及 ピNr.8

延 セル ラ認 メ ラル。 ノ各1例 宛 ナ リ。

第5表 病 症 別

排泄器 堅
2

病症別
3

2

4 5 6 7 8 9 10 11 (計)

重
男 3

(7)
0 0 ・12 0 0 0 1

1

0 0 0 3 3
(7)女 (一)

0 2

5

4

2

1

2

2

2

1

0

3

0

中
男 19

(29)
12

(52.6%)
2 5

0

1

1

0 19136
(50)女

17
(21)

2 0
(64.7%)

0

0

1 1 17

輕 一

男
12
(15)

3

0

1

0

1

0

1
(66.7%) 3 1

1

0

0

0 12
15
(23)女

3
(8) 0 0 1 0 0 3

(計)(魏)(8・) 518図gl3112191513121・1謝
(ll)

弦 二病 勢 ト尿 中 「ヒス チヂ ン」排 泄 歌 態 トノ間 ノ

關 係 二就 テ ハ・ 未 グ其 ノ例 歎 少 キ ラ以 テ、 確 言

スル事 ラ得ザルモ重病者二該反磨陰性例多キガ

如キ傾向テ見ル。

第四章 総括及ビ考按

以 上 ノ検 査 成 績 二嫁 ツテ肺 結核 患 者 二盤 酸 「ヒ」

ラ経 口的 三投 與 ス ル ニ、 健 常者 ノ場 合 二比 シ、

一 般 二 「ヒ」ノ尿 中 二排 泄 詮 明 セ ラル
・率(10mg

%ノ 陽性 例)ハ 少 久 且 ツ ソ ノ排泄 時 間 ノ 概 シ

テ梢 ≧遅 延 スル モ ノ多 キ ラ認 メ タ リ.

弦 二改 メテ 排 泄 曲線 型 テ 次 ノ 如 ク2群 二分 チ

テ・ 上 述 ソ 關 係 テ再 検 討 スル ニ、 亦 明 カ ニ排 泄

逞 延 ノ存 在 ス ル事 テ護 シ得 タ リ。

即 チ

第1群 。 「ヒ」投 與 後1時 間 ニ シテ 最 高 値(「 ヒ」
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量)二 達 スル モ ノ。

1)排 泄 速 カ ナ ル モ ノNr.1

2)排 泄 遅 延 スル モ ノNr.3,Nr.5

3)不 規 則 ナ ル モ ノNr.6

第2群 。 投 與後1時 間 以 後 二於 テ最 高値 ラ示 ス

モ ノ

1)排 泄 速 カナ ル モ ノNr.2,Nr.4

2)排 泄 遅 延 ス ル モ ノNr.7,Nr.8,Nr.10

3)不 規 則 ナル モ ノNr.9,Nr.11

第1群 二属 スル モ へ 健 常 者 ニ テハ64.7%、 患

者 ニ テ ハ31.5%ニ シテ、 第2群 二属 ス ル モ ノ、

健 常 者 ニ テハ35.3%、 患 者 ニ テハ68.5%ナ ル

第6表

讃 健 常 者 患 者

145

第_群 ⊥664.7%⑩31.5%
皿12

1117

1417

・二 群 ⊥235
.3%1668.5%

皿4

637

ラ知 リタリ。

「ヒ」排泄量 ノ關係二於テハ、男子 ニテハ健常者

ノ揚合二比 シ、差僅少ナ リシガ、女子二於テハ

ソノ量、健常者 ノ排泄量 ノ約牛量ナルラ詮 シタ

ルモ、 ソノ理由ノ・不明ナリ。検査例撒 ノ少カリ

シ關係上、各病症例間 ノ差違 二就 テハ論 ジ難キ

モ、上ニモ述ベタルガ如 ク重症例 二反庶陰性者

多 キ傾 キテ認ム。,

借 テ肺結核患者二於 テ、経 口的二投與 シタル

「ヒ」ノカ ・ル排泄遅延 ノ原因果 シテ如何 ノ問題
●

ハ 、 今 後 更 二研 索 スベ キ興 味 アル事 項 二属 ス。

「ヒ」員 荷 後 ノ尿 中排 泄 ガ、 該 反 慮 ノ定 量値 以 下

ノ弱 陽 性 又 ハ 陰 性 ナ リ シ 例 二 就 テハ、 ソ レガ

「ウ ロ カ ー ン」酸 トナ リテ 排 泄 セ ラ レタ ル モ ノ

カ、(5)、(15)、(77)、 又 ハ 腸 管 内 ノ微 生 物 ノ作

用 二依 テ、 「ヒズ タ ミ ン」ノ如 キ物 質 トナ リテ排

泄 セ ラ レ タル モ ノカ、(73)、(74)、(75)、 或 ノ・尿

中 二呈 色 反 慮 ラ妨 碍 スル ガ如 キ物 質 ガ、 新 二混

在 スル爲 力、(81)、(82)未 ダ之 テ 閲 明 ス ル ニ至

ラザ リ シモ、 亦 検 討 スベ キ項 目 ナ リ ト思 ノ・ル 。

(附記)。Kapeller-Adler氏 等 ハ 亜 硝 酸 盤 テ 含

有 スル尿 ハ 氏 ノ從來 ノ「ヒ」反 慮 テ妨 碍 スル コ ト

ラ 登 見 シ、 昂i近 ソ ノ改 良 法 ヲ登 表 セ リ(82)。

第五章 結 瞬

1)人 膣 二盤 酸 「ヒ」3瓦 テ経 口的 二投 與 シタル

ニ、 ソ ノ尿 中 二排 泄 セ ラル ・テ謹 シ、 ソ ノ排 泄

様 式 ニ ヨ ツテー 定 ノ曲線 型 テ分 類 セ リ。

2)肺 結核 患 者 ノ場 合 ハ 健 常 者 ノ場 合 二 比 シ

テ、 ソ ノ排 泄 時 間 ノ逞 延 スル モ ノ多 キ ラ認 メ タ

リ。

3)重 症 二於 テハ 輕 症 、 中等 症 二比 シテゼ カ ・

ル「ヒ」ノ排泄 ノ陰1性ナル揚合多 シ。

4)肺 結核患者二於 ケルカ ・ル員荷後尿 中「ヒ」

ノ排泄遅延へ 恐 ラク物質代謝障碍 ノ爲メナラ

ンo

稿 テ終ルニ當 リ、御校閲 テ賜 リタル院長太縄博

士、拉 二御指導 ト御校閲 テ賜 リタル醤長渡邊博

士二封 シテ、衷心 ヨリ感謝 ス。
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